
令
和
四
年
度
く
ら
し
き
市
民
講
座
「
歴
史
資
料
講
座 

井
上
家
文
書
で
く
ず
し
字
を
学
ぼ
う
」 

二
〇
二
三
年
二
月
二
十
五
日 

第
二
回 

文
芸
史
料
（
和
歌
・
紀
行
文
）
の
か
な
文
字
を
読
む 

畑 

和
良
（
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
） 

は
じ
め
に 

１ 

か
な
の
く
ず
し
字 

ひ
ら
が
な
…
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
は
「
字
母
」
と
い
わ
れ
る
特
定
の
漢
字
を
崩
し
た
も
の 

①
現
在
、
活
字
の
平
仮
名
と
し
て
日
常
的
に
用
い
て
い
る
文
字
。
近
世
ま
で
に
「
い
ろ
は
手
本
」
の

か
た
ち
で
広
く
普
及
し
て
い
た
文
字
が
基
本
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
（「
お
」「
え
」
の
み
変
化
） 

 
 

 

筆
で
書
か
れ
た
く
ず
し
字
で
も
読
み
や
す
い
。
直
感
的
に
わ
か
り
や
す
い
。 

②
変
体
仮
名
。
①
と
は
異
な
る
漢
字
を
字
母
と
し
て
作
ら
れ
た
か
な
文
字
。
明
治
前
期
の
活
字
印
刷

普
及
で
淘
汰
が
進
み
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
小
学
校
令
施
行
規
則
に
よ
り
廃
止
。 

元
の
字
母
を
推
測
し
な
い
と
「
あ
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
。
直
感
的
に
わ
か
ら
な
い
。

字
母
の
漢
字
が
わ
か
っ
て
も
、
か
な
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
漢
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
の
か
前
後
の
文
脈
か
ら
推
測
す
る
必
要
が
あ
る
。 

実
際
の
古
文
書
・
和
歌
・
俳
句
・
紀
行
文
な
ど
で
は
、
①
②
が
混
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
使
わ
れ
て
い

る
平
仮
名
だ
け
が
わ
か
っ
て
い
て
も
読
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

①
の
場
合
で
も
、
元
に
な
っ
た
字
母
の
形
状
を
色
濃
く
残
す
く
ず
し
字
で
書
か
れ
る
場
合
が
あ
り
、「
ど

の
漢
字
を
元
に
し
た
ひ
ら
が
な
な
の
か
」
頭
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

２ 

か
な
文
字
史
料
の
難
し
さ
と
魅
力 

・
紀
行
文
や
物
語
、
日
記
な
ど
、
長
文
が
ほ
と
ん
ど
漢
字
を
交
え
ず
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
言

葉
の
区
切
り
が
分
か
り
に
く
い
の
で
読
み
取
り
が
難
し
い
。 

・
和
歌
や
俳
句
、
連
歌
な
ど
は
、
全
部
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
て
も
、
定
型
の
文
字
数
が
決
ま
っ

て
い
る
の
で
読
み
を
推
測
し
や
す
い
。 

・
ひ
ら
が
な
＝
当
時
の
人
名
や
事
物
の
「
よ
み
が
な
」
が
わ
か
る
。
今
日
演
習
で
使
う
資
料
に
も
、

人
名
を
ひ
ら
が
な
で
書
い
た
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
り
、
貴
重
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。 

★
現
在
の
ひ
ら
が
な
の
字
母
を
頭
に
入
れ
る 

★
変
体
仮
名
の
事
例
を
頭
に
入
れ
る 

★
こ
れ
か
ら
読
も
う
と
す
る
史
料
に
関
係
す
る
地
名
・
人
名
・
事
物
な
ど
を
事
前
に
頭
に
入
れ
て
お

く
（
ひ
ら
が
な
ば
か
り
で
書
か
れ
た
文
章
の
区
切
り
が
分
か
る
） 

３ 

井
上
家
文
書
の
文
芸
史
料 

宮
崎
屋
井
上
家
…
歴
代
当
主
が
和
歌
な
ど
の
文
芸
に
通
じ
て
お
り
、
彼
ら
が
残
し
た
和
歌
の
歌
稿
や
紀

行
文
、
地
域
で
の
文
芸
活
動
や
学
習
過
程
で
作
成
さ
れ
た
写
本
な
ど
を
多
量
に
保
持
し
て
い
る
。 

本
講
座
で
は
、
そ
の
井
上
家
に
伝
わ
る
文
書
「
井
上
家
文
書
」
（
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
所
蔵
）
に

含
ま
れ
る
文
芸
史
料
の
中
か
ら
、
和
歌
に
関
す
る
も
の
と
紀
行
文
と
を
各
一
つ
採
り
上
げ
、
内
容
に
つ

い
て
解
説
し
な
が
ら
ひ
ら
が
な
の
読
み
取
り
に
挑
戦
す
る
。 

 



享
保
五
年
妙
見
社
奉
納
百
首
和
歌
（
井
上
家
文
書
２
９
‐
２
２
‐
１
） 

倉
敷
村
の
小
野
諸
雄
が
、
こ
れ
ま
で
妙
見
社
に
和
歌
が
奉
納
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思

い
、
歌
を
取
り
集
め
て
奉
納
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
四
季
の
移
ろ
い
や
尽
き
ぬ
も
の
思
い
を
「
心

の
し
お
り
」
と
し
て
和
歌
を
詠
み
、
「
老
師
以
敬
斎
」
に
「
慈
斤
」
＝
字
句
の
添
削
を
し
て
も
ら
っ

て
百
首
の
和
歌
を
そ
ろ
え
、
一
帖
に
書
き
綴
っ
た
も
の
を
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
九
月
の
吉
日

を
選
ん
で
、
神
殿
に
納
め
た
（
奥
付
の
別
紙
目
録
は
享
保
五
年
睦
月
社
納
と
す
る
）
。 

（
１
）
倉
敷
村
の
人
々
が
和
歌
に
親
し
み
、
自
分
で
も
作
品
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
や
経
緯
は
不

明
（
実
際
に
は
特
別
な
契
機
な
ど
は
な
く
自
然
発
生
的
に
嗜
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
だ
が
、

地
域
内
の
人
間
が
特
定
の
目
的
に
沿
っ
て
作
歌
し
百
首
和
歌
と
い
う
一
つ
の
作
品
を
生
み
出
し

た
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
が
初
め
て
。
『
倉
敷
市
史
』
第
三
冊
は
「
和
歌
起
る
」
と
題
し
て
本

百
首
を
採
り
上
げ
、
倉
敷
村
に
お
け
る
和
歌
の
文
化
の
起
こ
り
と
し
て
評
価
す
る
。 

（
２
）
序
文
に
和
歌
の
利
得
に
つ
い
て
、
「
諸
人
の
心
を
の
べ
、
世
を
お
さ
め
民
を
や
わ
ら
ぐ
る
か
た

ち
と
な
れ
り
、
誰
の
人
か
是
を
学
ば
ざ
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
和
歌
は
世
を
静
か
に
安
定
さ
せ
民
心

を
和
ら
げ
る
も
の
。『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
て
和
歌
は
「
力
も
入
れ
ず
し
て
天
地
を
動
か
し
、

目
に
見
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
わ
れ
と
思
わ
せ
、
男
女
の
仲
を
も
や
わ
ら
げ
、
猛
き
武
士
の
心
を
も
な

ぐ
さ
め
る
」
も
の
と
さ
れ
、
神
は
和
歌
に
感
応
し
て
人
の
望
み
を
叶
え
る
と
い
う
考
え
が
広
ま
り
、

和
歌
を
神
仏
に
奉
納
し
自
ら
の
願
い
の
成
就
を
祈
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
（『
山
口
県
史
だ
よ
り
』

第
二
十
三
号
）
。
こ
う
し
た
意
義
を
持
つ
和
歌
を
地
域
共
同
体
の
精
神
的
な
要
で
あ
る
氏
神
に
奉

納
す
る
こ
と
自
体
に
、
共
同
体
秩
序
の
安
寧
を
祈
念
す
る
意
味
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
共
同
体
秩

序
の
維
持
・
安
寧
を
祈
る
催
事
に
参
加
す
る
こ
と
自
体
、
参
加
者
た
ち
が
当
時
の
倉
敷
村
の
安
定

的
存
続
の
要
だ
っ
た
有
力
者
と
し
て
の
社
会
的
立
場
を
示
す
も
の
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
奉
納
百

首
和
歌
は
倉
敷
村
の
有
力
者
の
文
芸
的
素
養
の
高
ま
り
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
倉
敷
村
に

お
け
る
有
力
者
が
誰
で
あ
っ
た
の
か
を
明
示
す
る
政
治
的
諸
産
物
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

【
百
首
の
作
者
十
三
人
】 

１
小
野
権
左
衛
門
諸
雄
…
伊
勢
屋
小
野
家
初
代
当
主
。
助
右
衛
門
英
雄
（
野
田
屋
。
庄
屋
小
野
家
五

代
目
の
弟
）
の
三
男
。
諱
は
は
じ
め
「
両
雄
」。
与
八
郎
・
薗
右
衛
門
。「
招
旬
舎
」
と
号
す
る

歌
人
で
あ
り
、
和
歌
を
有
賀
長
伯
に
学
び
元
禄
十
四
年
「
百
人
一
首
二
条
家
清
濁
抄
」
を
、
元

文
元
年
「
後
水
尾
院
百
人
一
首
勅
講
」
を
書
写
（
井
上
家
文
書
１
７
‐
２
２
‐
３
お
よ
び
４
）
。

私
家
集
「
両
雄
歌
集
」
一
巻
あ
り
。
妙
見
社
に
十
三
名
の
歌
人
を
語
ら
っ
て
百
首
を
奉
納
し
た

主
催
者
。
宝
暦
三
年
八
月
廿
一
日
没
。
七
十
三
歳
（
黒
川
清
一
氏
関
係
資
料
３
２
７
‐
８
）
。 

２
小
野
四
郎
太
郎
俊
雄
…
小
野
諸
雄
の
長
男
。
伊
勢
屋
小
野
家
２
代
目
当
主
。
後
に
助
右
衛
門
。
和

歌
を
有
賀
長
伯
に
学
ぶ
。
享
保
六
年
父
に
先
立
っ
て
没
。
四
十
二
歳
。 

３
小
野
諸
雄
娘
さ
き 

４
小
野
十
六
郎
正
直
…
倉
敷
村
本
町
の
庄
屋
小
野
家
八
代
目
当
主
（
元
文
三
年
没
三
十
七
歳
）
。
十

六
郎
は
幼
名
。
後
に
又
兵
衛
、
伊
右
衛
門
を
称
し
、
歴
代
の
通
称
孫
太
夫
を
襲
名
。 

５
小
野
正
直
妹
は
ん
…
庄
屋
小
野
家
七
代
目
当
主
の
妹
。
小
野
諸
雄
の
妻
。
幼
時
よ
り
和
歌
を
好
む
。

享
保
十
二
年
没
。
四
十
三
歳
（
俊
雄
～
は
ん
ま
で
、
黒
川
清
一
氏
関
係
資
料
３
２
７
‐
８
）
。 

６
小
野
清
四
郎
民
雄
…
野
田
屋
小
野
家
四
代
目
当
主
。
後
に
祐
右
衛
門
。
年
寄
役
。
寛
延
三
年
（
一



七
五
〇
）
井
上
永
俊
・
吉
田
与
一
右
衛
門
ら
と
共
に
妙
見
宮
造
営
を
取
り
仕
切
る
。
宝
暦
四
年

没
。
五
十
歳
。（
黒
川
清
一
氏
関
係
資
料
３
２
７
‐
８
、
井
上
賢
一
『
阿
智
神
社
考
』） 

７
小
野
太
四
郎
正
純
…
小
野
一
族
だ
が
系
譜
関
係
未
詳
。 

８
原
田
三
吉
正
倶
…
倉
敷
村
本
町
の
播
磨
屋
原
田
家
七
代
目
当
主
。
後
に
平
右
衛
門
。
実
は
庄
屋
小

野
孫
太
夫
素
秋
の
次
男
（
小
野
正
直
の
弟
）
で
、
当
主
と
後
継
者
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
原

田
家
を
継
ぎ
七
代
目
当
主
と
な
る
（
黒
川
清
一
氏
関
係
資
料
３
２
７
‐
８
、
同
３
２
８
‐
１
７
）。

 

９
井
上
安
兵
衛
永
俊
…
宮
崎
屋
井
上
家
六
代
目
当
主
（
貞
享
元
年
～
宝
暦
三
年
）
。
後
に
三
郎
右
衛

門
。
幼
時
は
吉
田
家
で
養
わ
れ
た
。
出
家
し
て
泉
州
堺
に
い
た
父
（
圭
堂
雲
竜
大
和
尚
）
を
招

聘
し
、
倉
敷
村
に
玉
泉
寺
を
独
力
で
建
立
し
た
。
永
俊
の
時
代
に
家
は
大
い
に
富
み
、
新
材
を

も
っ
て
居
宅
を
大
改
築
し
た
と
さ
れ
る
。
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
舟
元
屋
吉
田
与
一
右
衛
門

ら
と
共
に
妙
見
宮
造
営
を
取
り
仕
切
る
。
和
歌
に
巧
み
で
、
私
家
集
「
島
水
遺
吟
」
が
残
る
と

い
う
。
七
十
歳
で
死
去
（
『
倉
敷
市
史
』
第
六
冊
、
井
上
賢
一
『
阿
智
神
社
考
』
な
ど
）。 

10

吉
田
与
市
右
衛
門
保
信
…
舟
元
屋
吉
田
家
の
六
代
目
当
主
（
元
禄
十
三
年
～
天
明
二
年
）
。
諱
は

後
に
「
永
好
」
と
改
め
る
。
和
歌
と
書
を
よ
く
し
た
。
寛
延
三
年
井
上
永
俊
ら
と
共
に
妙
見
宮

造
営
を
取
り
仕
切
る
。
姉
は
永
俊
の
妻
（『
倉
敷
市
史
』
第
六
冊
、
井
上
賢
一
『
阿
智
神
社
考
』
）。 

11

吉
田
文
太
郎
茂
之
…
吉
田
一
族
だ
が
系
譜
関
係
未
詳
。 

12

大
原
斎
長
融
…
不
明
。
後
年
有
名
に
な
る
大
原
家
と
は
無
関
係
。
和
歌
方
面
の
関
係
者
か
。 

13

林
右
内
勝
智
…
不
明
。
林
姓
は
倉
敷
村
の
有
力
者
と
同
姓
だ
が
関
係
不
明
。 

小
野
一
族
…
計
七
名
。
庄
屋
小
野
家
の
一
族
、
庄
屋
小
野
家
、
野
田
屋
小
野
家
、
そ
の
他 

播
磨
屋
原
田
家
…
一
名
。
小
野
・
原
田
家
は
歴
代
重
縁
で
結
ば
れ
て
い
る
間
柄
。 

宮
崎
屋
井
上
家
…
一
名
。 

舟
元
屋
吉
田
家
の
一
族
…
二
名
。
吉
田
家
と
井
上
家
は
同
族
で
井
上
永
俊
の
母
親
も
吉
田
家

出
身
、
永
俊
の
妻
も
吉
田
保
信
の
姉
で
あ
り
、
強
い
結
び
つ
き
が
あ
る
。 

作
者
十
三
人
の
う
ち
十
一
人
ま
で
が
小
野
一
族
と
縁
故
者
お
よ
び
井
上
家
の
縁
戚
者
で
固
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
小
野
諸
雄
・
小
野
正
直
・
小
野
俊
雄
・
井
上
永
俊
・
吉
田
保
信
に
大
原
長
融
を

加
え
た
六
名
が
百
首
全
体
の
約
九
割
に
あ
た
る
八
十
四
首
を
詠
ん
で
お
り
、
各
人
十
四
首
ず
つ
均
等

に
な
る
よ
う
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
春
夏
秋
冬
恋
雑
に
わ
た
る
百
首
歌
の
分
野
ご
と
の
講
師
（
神
社

に
献
納
す
る
際
に
歌
を
詠
み
上
げ
る
役
）
も
井
上
永
俊
・
小
野
諸
雄
・
吉
田
保
信
の
三
人
が
務
め
て

お
り
、
こ
の
三
人
が
百
首
歌
制
作
・
奉
献
に
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
享
保
四
～

五
年
時
点
で
、
宮
崎
屋
井
上
家
が
小
野
一
族
グ
ル
ー
プ
に
伍
し
て
倉
敷
村
に
お
け
る
有
力
者
層
に
属

し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

【
老
師
以
敬
斎
の
こ
と
】 

有
賀
長
伯
（
寛
文
元
年1

6
6

1

～
元
文
二
年1

7
3

7

）。
京
都
の
人
で
以
敬
斎
は
号
。
松
永
貞
徳
の
流

れ
を
く
む
平
間
長
雅
の
門
人
で
、
近
世
地
下
派
和
歌
の
指
導
者
。
初
心
者
向
け
の
歌
学
書
を
多
く
出

版
し
、
皇
族
・
公
家
社
会
で
主
流
だ
っ
た
堂
上
派
和
歌
（
二
条
派
）
の
武
家
・
庶
民
層
へ
の
普
及
に

大
き
な
働
き
を
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
歌
人
・
歌
学
者
で
あ
る
。
倉
敷
村
の
伊
勢
屋
小
野
諸
雄
は

長
伯
か
ら
和
歌
の
指
導
を
受
け
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
諸
雄
ら
が
主
催
し
た
妙
見
社
奉
納
百
首
和
歌

編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
も
長
伯
は
収
録
歌
の
添
削
指
導
を
行
い
、
奥
書
に
百
首
奉
納
の
趣
意
を
示
す
和

歌
を
記
す
な
ど
、
作
品
全
体
の
質
的
向
上
と
権
威
付
け
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。 



百
首
和
歌
の
実
例 

連
日
雪 

 
 

 
 

俊
雄 

朝
戸
明
て
見
れ連

は者

野
山
に尓

け介

ふ
も
ま
た多 

つ津

も
り
か
さ
な
る
雪
の
白
た多

へ 

【
歌
題
】
連
日
の
雪 

 
 

 

【
作
者
】
小
野
俊
雄
。
百
首
主
催
の
諸
雄
の
子
。
詳
細
は
前
記
。 

【
意
味
】
朝
戸
を
あ
け
て
見
る
と
、
野
山
に
今
日
も
ま
た
白
妙
の
よ
う
な
雪
が
積
も
り
重
な
っ
て
い
る

よ
。 

沢
畔
鶴 

 
 

 
 

保
信 

長
閑
し
な
春
の能

野
沢
に尓

う
ち
む
れ
て 

か可

す寿

ミ三

に尓

む
せ世

ふ
あ阿

し
た多

つ
の
声 

【
歌
題
】
沢
の
ほ
と
り
の
鶴 

 
 

【
作
者
】
吉
田
保
信
。
舟
元
屋
吉
田
家
当
主
。
詳
細
は
前
記
。 

【
意
味
】
春
の
野
沢
に
群
れ
を
な
し
、
霞
に
共
鳴
す
る
よ
う
に
啼
く
葦
田
鶴
の
声
が
、
の
ど
か
な
雰
囲

気
を
醸
し
て
い
る
よ
。 

「
ミ
」
は
「
之
」
を
字
母
と
す
る
「
し
」
と
紛
ら
わ
し
い
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
。 

  



「
あ
し
た
か
の
記
行
」（
井
上
家
文
書
２
４
‐
２
２
‐
１
２
） 

か
な
文
字
で
綴
ら
れ
た
紀
行
文
。
内
容
か
ら
、
宮
崎
屋
井
上
家
当
主
の
井
上
夏
鼎
（
素
堂
）
が
あ
る

年
の
十
月
二
十
五
日
に
友
人
と
一
緒
に
足
高
神
社
（
現
・
倉
敷
市
笹
沖
）
に
参
拝
し
た
際
の
行
き
帰

り
の
道
中
と
神
社
境
内
で
の
出
来
事
を
、
そ
の
時
仲
間
と
一
緒
に
詠
じ
た
和
歌
を
交
え
て
書
き
綴
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
足
高
山
か
ら
の
眺
望
や
神
社
で
の
接
待
の
よ
う
す
、
道
中
の
風
物
な
ど
が

描
写
さ
れ
て
お
り
、
和
歌
は
叙
景
歌
の
み
で
な
く
仲
間
と
言
い
交
す
内
容
の
も
の
も
含
む
。 

【
登
場
人
物
】 

夏
鼎
（
ひ
ろ
さ
だ
）
…
こ
の
紀
行
文
の
作
者
と
考
え
ら
れ
る
人
物
。
井
上
素
堂
（
元
文
五
年1

7
4

0

～
享
和
三
年1

8
0

3

）。
宮
崎
屋
井
上
家
九
代
目
当
主
。
永
俊
の
四
男
。
五
蔵
・
文
吉
・
善
左
衛

門
。
諱
を
永
美
、
字
を
子
徽
と
い
っ
た
が
、
宗
家
を
相
続
し
た
後
に
諱
夏
鼎
・
字
君
敬
と
改
め

た
。
は
じ
め
和
歌
を
香
川
景
柄
に
学
び
、
の
ち
小
沢
蘆
庵
に
学
ん
で
詠
歌
を
よ
く
し
、
私
家
集

や
紀
行
文
を
残
す
。
寛
政
七
年
二
月
か
ら
五
月
に
か
け
上
洛
し
て
和
歌
の
師
小
沢
蘆
庵
に
直
接

面
会
・
滞
在
し
て
教
え
を
受
け
た
。
同
年
十
二
月
に
隠
居
し
て
家
事
を
子
息
に
譲
り
、
同
十
年

六
月
に
は
薙
髪
し
て
素
堂
を
号
す
る
。
享
和
三
年
二
月
二
十
三
日
没
。
以
前
の
講
座
で
登
場
し

た
井
上
端
木
の
父
親
。
（『
倉
敷
市
史
』
第
六
冊
、
森
脇
正
之
『
倉
敷
人
物
二
百
選
』
、
中
野
義

雄
『
里
の
と
ぼ
そ
』
第
五
集
）
。 

武
敏
（
た
け
と
し
）
…
岡
武
敏
（
宝
暦
五
年1

7
5

5

～
文
政
四
年1

8
2

1

）
。
現
在
の
旧
大
原
家
住
宅
の

場
所
に
あ
っ
た
俵
屋
岡
家
の
六
代
目
当
主
。
倉
敷
義
倉
の
発
起
者
岡
雲
臥
の
甥
。
岳
蔵
・
又
五

郎
、
忠
左
衛
門
。
晩
年
剃
髪
し
て
一
水
、
蓬
萊
舎
（
よ
も
ぎ
の
や
）
主
人
と
称
す
る
。
六
十
七

歳
で
没
。
小
沢
蘆
庵
に
学
ん
で
和
歌
に
長
じ
歌
集
「
千
里
豆
架
」
を
ま
と
め
た
（
黒
川
清
一
氏

関
係
資
料
３
２
７
‐
５
）。 

元
礼
（
も
と
の
り
）
…
黒
瀬
恭
斎
（
明
和
元
年1

7
6

4

～
弘
化
二
年1

8
4

5

）。
倉
敷
本
町
の
成
羽
屋

黒
瀬
家
八
代
目
当
主
。
初
名
周
助
、
与
三
右
衛
門
（
与
三
左
衛
門
と
も
）
。
元
礼
は
諱
。
晩
年

薙
髪
し
て
恭
斎
を
号
す
る
。
八
十
二
歳
で
没
。
和
歌
を
小
川
萍
流
に
学
び
、
そ
の
作
歌
は
「
吉

備
国
歌
集
」「
真
金
百
人
一
首
」
に
載
る
。
天
明
八
年
倉
敷
義
倉
の
改
革
を
主
唱
し
て
貧
民
救

恤
に
尽
く
す
。
謡
曲
に
秀
で
洛
西
第
一
人
の
号
あ
り
、
小
鼓
も
よ
く
す
る
。（『
倉
敷
市
史
』
第

四
冊
、
黒
川
清
一
氏
関
係
資
料
３
３
０
‐
５
） 

環
（
た
ま
き
）
…
井
上
有
隣
（
あ
り
ち
か
。
明
和
五
年1

7
6

8

～
天
保
三
年1

8
3

2

）。
足
高
神
社
の
神

主
井
上
家
四
代
目
当
主
。
幾
之
介
、
の
ち
に
環
と
改
め
る
。
垂
明
の
子
。
高
階
姓
（
小
笠
原
源

氏
を
標
榜
す
る
宮
崎
屋
井
上
家
と
は
別
族
）
。
寛
政
十
二
年
十
一
月
か
ら
神
主
組
頭
役
を
務
め

る
。
国
学
を
内
藤
中
心
に
学
び
、
漢
学
を
西
山
拙
斎
に
学
び
、
好
ん
で
和
歌
を
詠
じ
吟
詠
和
歌

集
が
同
家
に
伝
わ
る
と
い
う
。
井
上
真
澄
の
父
。
（
『
倉
敷
市
史
』
第
二
冊
、
『
足
高
神
社 

神

社
誌
』、
黒
川
清
一
『
倉
敷
歌
人
伝 

上
』、
黒
川
清
一
氏
関
係
資
料
２
４
５
‐
６
） 

【
年
代
】
一
七
六
八
～
一
八
〇
三
年
（
登
場
人
物
の
生
没
年
よ
り
判
断
）
の
十
月
二
十
五
日
。 

十
八
世

紀
後
半
に
書
か
れ
た
も
の
。 
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※
こ
の
講
座
で
用
い
た
資
料
の
う
ち
「
享
保
五
年
妙
見
社
奉
納
百
首
和
歌
」
に
つ
い
て
は
『
倉
敷
市

史
』
第
三
冊
（
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
）
に
て
全
体
が
活
字
化
さ
れ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
翻
刻

の
誤
り
や
和
歌
と
作
者
と
の
関
係
に
混
乱
が
多
く
、
や
や
不
正
確
）。 

 

メ
モ
（
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
） 


